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抗
ガ
ン
剤
（
免
疫
療
法
剤
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

中
央
薬
事
審
議
会
は
去
る
十
一
月
五
日
、
免
疫
療
法
剤
レ
ン
チ
ナ
ン
（
味
の
素
ら
三
社
申
請
）
の
製
造
承
認
申
請

に
つ
い
て
、
ガ
ン
化
学
療
法
剤
と
の
併
用
に
よ
り
そ
の
効
果
を
増
強
す
る
と
し
て
、
製
造
承
認
し
た
。 

申
請
書
に
よ
れ
ば
レ
ン
チ
ナ
ン
は
、
手
術
不
能
又
は
再
発
胃
ガ
ン
患
者
に
対
し
、
化
学
療
法
剤
テ
ガ
フ
ー
ル
と

併
用
し
た
場
合
、
テ
ガ
フ
ー
ル
の
単
独
使
用
に
比
べ
、
よ
り
優
れ
た
効
果
が
得
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
腫
瘍
の
縮
小
効
果
は
単
独
が
二
％
、
併
用
が
一
五
％
、
一
年
以
上
生
存
率
は
単
独
三
％
、
併
用
一
八
％
、
二

年
以
上
生
存
率
は
単
独
三
％
、
併
用
九
％
と
な
つ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

レ
ン
チ
ナ
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ン
化
学
療
法
の
効
果
増
強
剤
と
し
て
認
可
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
免
疫
療

法
剤
と
い
わ
れ
る
ピ
シ
バ
ニ
ー
ル
（
昭
和
五
十
年
一
月
製
造
承
認
）
、
ク
レ
ス
チ
ン
（
昭
和
五
十
一
年
八
月
製
造 



承
認
）
と
ど
の
よ
う
な
点
が
違
う
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

レ
ン
チ
ナ
ン
の
申
請
書
に
よ
れ
ば
、
抗
ガ
ン
剤
テ
ガ
フ
ー
ル
の
単
独
の
縮
小
効
果
は
二
％
、
ま
た
、
一
、
二

年
以
上
生
存
率
は
三
％
と
な
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
ね
て
製
造
承
認
を
申
請
中
（
昭
和
五
十
一
年
十
一
月

申
請
）
の
免
疫
療
法
剤
丸
山
ワ
ク
チ
ン
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
の
有
効
率
は
、
中
央
薬
事
審
議
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
単

独
使
用
の
場
合
二
・
六
％
と
な
つ
て
い
る
。 

テ
ガ
フ
ー
ル
と
丸
山
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
率
は
ほ
ぼ
同
じ
と
み
ら
れ
る
が
、
丸
山
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
承
認
さ
れ

な
い
理
由
は
な
に
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

中
央
薬
事
審
議
会
が
昭
和
五
十
七
年
二
月
に
発
表
し
た
ピ
シ
バ
ニ
ー
ル
の
腫
瘍
縮
小
効
果
の
有
効
率
は
、
単

独
で
三
四
・
六
％
、
併
用
で
三
九
・
一
％
、
さ
ら
に
、
ク
レ
ス
チ
ン
の
有
効
率
は
単
独
で
一
二
・
五
％
、
併
用

で
三
五
・
六
％
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
有
効
率
に
つ
い
て
は
医
療
の
現
場
で
疑
問
視
す

る
声
も
あ
り
、
財
団
法
人
が
ん
集
学
的
治
療
研
究
財
団
（
理
事
長
梶
谷
鐶
癌
研
付
属
病
院
長
）
が
、
昭
和
五
十 



六
、
七
年
の
二
年
が
か
り
で
患
者
の
延
命
効
果
を
調
べ
る
比
較
臨
床
試
験
を
開
始
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
臨
床
試
験
デ
ー
タ
は
既
に
ま
と
ま
つ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
政
府
は
、
こ
の
デ
ー

タ
を
既
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
把
握
し
て
い

な

い

の

な

ら

早
急
に
入
手
し
公
表
す

べ

き

と

思

う

が

ど

う

か
。 

四 

レ
ン
チ
ナ
ン
の
製
造
承
認
に
よ
り
、
ガ
ン
新
薬
の
審
査
、
認
可
が
早
ま
る
と
の
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
丸
山

ワ
ク
チ
ン
は
、
有
償
治
験
薬
と
い
う
異
例
の
形
で
患
者
に
投
与
さ
れ
て
い
る
が
、
テ
ガ
フ
ー
ル
、
レ
ン
チ
ナ
ン

の
有
効
率
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
で
承
認
す
る
に
十
分
で
は
な
い
か
。 

仮
に
デ
ー
タ
不
足
と
い
え
ど
も
、
既
に
過
去
の
デ
ー
タ
で
腫
瘍
縮
小
効
果
が
認
め
ら
れ
、
加
え
て
延
命
効
果

が
あ
り
、
副
作
用
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
早
急
に
承
認
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 

 


